
科目名 現代の国語 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 
教材 

現代の国語（筑摩書房） 

新しい常用漢字（数研出版） 

現代評論選（数研出版） 

新国語総合ガイド（啓隆社） 

学年 

学級 

１年普通科クラス 

（７クラス） 
単位数 ２単位 

教科 

担当 
大坪・渡邉・元木・重田 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

「ことばとは何か」（教科書） 

「言語学とは何か」（評論選）  

「境目」（教科書） 

 

 

「主体という物語」（教科書） 

「開かれた文化」（教科書） 

「ことばがつくる女と男」（教科書）  

 

・評論文の用語を理解し、語彙力を高める。 

・評論文の構造をつかむ。 

・内容や構成、論理の展開などについて叙述をもとに的確にとら

え、要旨や要点を把握する。 

・目的に応じて、文章やそのほかの情報を相互に関連付けながら、

内容や書き手の意図を解釈して、自分の考えを深める。 

・他者と論点を共有し、対話を通して考えを広げたり深めたりす

る。 

・言葉がもつ価値や役割を認識して、理解を深める。 

２学期 

「マルジャーナの知恵」（教科書） 

「終わりなき差異化と模倣の反復」 

（評論選） 

「贈り物と商品の違い」（教科書） 

「デジタル社会」（教科書） 

「メディアと倫理」（評論選） 

「ポスト真実時代のジャーナリズム」

（教科書） 

・評論文の用語を理解し、語彙力を高める。 

・評論文の構造をつかむ。 

・内容や構成、論理の展開などについて叙述をもとに的確にとら

え、要旨や要点を把握する。 

・目的に応じて、文章やそのほかの情報を相互に関連付けながら、

文章の構成や論理の展開などを把握して、自分の考えを深め

る。 

・他者と論点を共有し、対話を通して考えを広げたり深めたりす

る。 

・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深めて、実

社会との関わりに応用する。 

３学期 

 

「名づけと所有」（教科書） 

「失われた両腕」（教科書） 

「サイエンスの視点、アートの視点」 

（教科書） 

「感性は感動しない」（評論選）  

・評論文の用語を理解し、語彙力を高める。 

・評論文の構造をつかむ。 

・内容や構成、論理の展開などについて叙述をもとに的確にとら

え、要旨や要点を把握する。 

・目的に応じて、文章やそのほかの情報を相互に関連付けながら、

内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開な

どについて評価したりするなどして、自分の考えを深める。 

・他者と論点を共有し、対話を通して考えを広げたり深めたりす

る。  

 

 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

１ 休業中の課題や、小テスト・提出課題は、計画的・継続的に取り組み、必ず復習する。 

２ 授業中は、学習活動に集中し、提示された内容について深く考え、自分の言葉で説明する努力をする。 

３ 課題テスト・定期考査・模試は、返却後よく点検し、間違えた問題についてはなぜ間違えたのかを明らかにし、 

  復習して定着を図る。 

４ 詳細は、各担当者の指示に従うこと。 

国語科 教科名 現代の国語 のルーブリック 



 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育成
したい素養のうち
教科で重点的に育
成する素養 

知識・技能 

論理的思考力 

情報発信力 

（表現力・論述力） 

粘り強く取り組む力 

評価規準 

・日常生活や社会との関連を
比較、分類して理解できる。 
・評論文中における語彙を正
しく理解し、文章の中で使用
することを通して語彙を身に
つけている。 
・科学的に探究するために必
要な読む力、書く力、話す・
聞く力に関する基本的な技能
を身につけている。 

・文章を対比、分析、解釈
することができている。 
・演習等を通して、推論、
図解、検討することができ
ている。 
・論理的に思考する力を身
につけ、的確に表現するこ
とができている。 

 ・文章で述べられている事柄につ
いて関心を持ち、主体的に関わり、
科学的に探究しようとする態度を
身に着けている。 
・評論における構成や論理の展開
に注意しながら読解し、内容を的
確に解釈する態度を身に着けてい
る。 
・多様な仲間と協働する姿勢を身
に着けている。 
・粘り強く課題に取り組む姿勢を
身につけている。 
・文章で読んだ内容を実社会と結
びつけて、さらに深く思考するこ
とができる。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

・日常生活や社会との関連を
図りながら、文章を整理し、
説明できる。 
・科学的に探究するために必
要な読む力、書く力、話す・
聞く力に関する基本的な技能
を身につけ、応用できる。 

文章や言語を対比、分析、
解釈などを行い、科学的に
探究する力の基本的な部分
を理解し、身につけ、習熟
し、さまざまな場面で応用
できる。 

・文章で述べられている事柄につ
いて関心を持ち、主体的に関わり、
科学的に探究しようとする態度を
身につけて、常に行動に移すこと
ができている。 
・文章を解釈し、仮説を立て、検
証する態度を身につけている。 
・協働する姿勢、粘り強く取り組
む姿勢を身につけて、常に行動に
移すことができている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

・日常生活や社会との関連を
図りながら、文章を理解し、
定義する。 
・科学的に探究するために必
要な読む力、書く力、話す・
聞く力に関する基本的な技能
を身につけ、活用できる。 

対比、分析、解釈などを行
い、科学的に探究する力の
基本的な部分を理解し、身
につけ、習熟している。 

 ・文章で述べられている事柄につ
いて関心を持ち、主体的に関わろ
うとする態度を身につけて、行動
に移すことができる。 
・文章を解釈し、理解する態度を
身につけている。 
・協働する姿勢、粘り強く取り組
む姿勢を身につけて、行動に移す
ことができる。 

レベ

ル２ 

・日常生活や社会との関連を
図りながら、文章を理解し、
反復、引用する。 
・科学的に探究するために必
要な読む力、書く力、話す・
聞く力に関する基本的な技能
をある程度身につけている。 

対比、分析、解釈などを行
い、科学的に探究する力の
基本的な部分を理解し、概
ね身につけている。 

 ・文章で述べられている事柄につ
いて主体的に関わろうとする態度
を身につけて、行動しようと努力
している。 
・文章を理解する態度を身につけ
ている。 
・協働する姿勢、粘り強く取り組
む姿勢を身につけ、行動しようと
努力している。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

日常生活や社会との関連を図
りながら、文章を理解する。 
・科学的に探究するために必
要な読む力、書く力、話す・
聞く力に関する基本的な技能
を理解している。 

対比、分析、解釈などを行
い、科学的に探究する力の
基本的な部分を理解してい
る。 

・文章で述べられている事柄につ
いて主体的に関わろうとする態度
を身につけようと努力している。 
・文章を理解することの重要性を
理解している。 
・協働する姿勢、粘り強く取り組
む姿勢を身につけようとしてい
る。 

 

評価方法 
 

・ペーパーテスト・レポート、
論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポート、論
述課題・行動観察 

観点別評価 
レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評価し、
最終的に A,B.C で記載 



科目名 言語文化 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 
教材 

精選言語文化（東京書籍） 

完全マスター古典文法（第一学習社） 

新明説漢文（尚文出版） 

新国語総合ガイド（啓隆社） 

学年 

学級 

１年普通科 

（７クラス） 
単位数 ３単位 

教科 

担当 
大坪・内海・菅原・元木 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

古文・古文の基本「児のそら寝」 

・「絵仏師良秀」（宇治拾遺物語） 

・「大江山の歌」（十訓抄） 

漢文・訓読の基本  

・「推敲」 

・「朝三暮四」 

 

古文・「芥川」「東下り」「筒井筒」（伊勢物語） 

漢文・故事「借虎威」 

・故事「塞翁馬」  

・歴史的仮名遣いの特徴とその読み方について理解し、本文を正

確に音読している。 

・古文に特有の語や文法を認識し、古語辞典や文法書を使うこと

ができる。 

・活用の概念と、係り結びを理解している。 

・用言の活用を理解し活用表を作成できる。 

 

・訓点を理解し漢文を書き下し文にできる。 

・本文を正しく音読することができる。 

・文法事項を踏まえて現代語訳できる。 

・漢文の句形を理解し中国の歴史や文化に親しみながら漢文を読

むことができる。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え

方を深め、言語文化について考えを深めることができる。 

２学期 

 

古文・「馬のはなむけ」「帰京」（土佐日記） 

・「丹波に出雲といふ所あり」（徒然草） 

漢文・文章「雑説」 

・唐詩「鹿柴」「春暁」「涼州詩」「春望」

「香炉峰下」 

古文 ・「五月ばかりに山里に歩く」 

「ありがたきもの」（枕草子） 

・和歌 万葉集 古今集 新古今集 

修辞全般 

現代文 詩歌 短歌 俳句 

漢文 ・史話「妟子之御」（史記） 

・史話「管鮑之交」（十八史略） 

・史話「臥薪嘗胆」（十八史略） 

古文 ・「木曽の最期」（平家物語） 

・本文を正しく音読することができる。 

・基本的な助動詞・助詞の意味用法について理解している。 

・文法事項を踏まえて現代語訳できる。 

・作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解して、作品や文章

を読み味わうことができている。 

 

・基本的な句形と近体詩のきまりを理解し唐詩を鑑賞することが

できる。 

 

・文字や言葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言

葉とのつながりについて理解している。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え

方を深め、言語文化について考えを深めることができる。  

３学期 

古文 

・「天の羽衣」 

「富士の山」（竹取物語） 

漢文  

・思想「論語」 

「孟子」  

・本文を正しく音読することができる。 

・敬語表現の種類と用法を理解している。 

・文法事項を踏まえて現代語訳できる。 

 

・漢文の句形を理解し、中国の歴史や文化に親しみながら漢文を

読むことができる。 

 

・作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解して、作品や文章

を読み味わうことができている。  

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

１ 予習として、本文を音読する。重要語句をノートに調べる。 

２ 副教材を活用し、文語文法、漢文の句形、文学史的事項を習得する。古文・漢文の文法書は授業時にも持参する。 

３ 繰り返し復習をし、授業の内容を完璧に身につける。 

４ 詳細については、担当者から指示に従うこと。 



 

国語科 教科名 言語文化 のルーブリック 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 

論理的思考力 

情報発信力 

（表現力・論述力） 

粘り強く取り組む力 

評価規準 

・日常生活や社会との関連を比
較、分類して理解できる。 
・古語や文法、古文常識等を明
確に理解できる。 
・科学的に探究するために必要
な読む力、書く力、話す・聞く
力に関する基本的な技能を身
につけている。 

・文章や言語を対比、分析、
解釈する。 
・演習等を通して、推論、
図解、検討する。 
・科学的に探究する力を身
につけている。 

 ・文学や言語学に関心を持ち、主
体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を身につけている。 
・語義や文法を尊重しながら読解
し、解釈する態度を身につけてい
る。 
・多様な仲間と協働する姿勢、粘
り強く課題に取り組む姿勢を身に
つけている。 
・古典文学の世界を理解し、言語
観、文学観を身につけている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

・日常生活や社会との関連を図
りながら、文学や言語文化につ
いて理解したことを整理し、説
明できる。 
・科学的に探究するために必要
な読む力、書く力、話す・聞く
力に関する基本的な技能を身
につけ、応用できる。 

文章や言語を対比、分析、
解釈などを行い、科学的に
探究する力の基本的な部分
を理解し、身につけ、習熟
し、さまざまな場面で応用
できる。 

 ・文学や言語文化に強い関心を持
ち、主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を身につけ
て、常に行動に移すことができる。 
・語義や文法を尊重しながら文章
を解釈し、仮説を立て、検証する
態度を身につけている。 
・協働する姿勢、粘り強く取り組
む姿勢を身につけ、常に行動に移
すことができる。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

・日常生活や社会との関連を図
りながら、文学や言語文化につ
いて理解したことを定義する。 
・科学的に探究するために必要
な読む力、書く力、話す・聞く
力に関する基本的な技能を身
につけ、活用できる。 

対比、分析、解釈などを行
い、科学的に探究する力の
基本的な部分を理解し、身
につけ、習熟している。 

 ・文学や言語文化に関心を持ち、
主体的に関わろうとする態度を身
につけて、行動に移すことができ
る。 
・語義や文法を尊重しながら文章
を解釈し、理解する態度を身につ
けている。 
・協働する姿勢、粘り強く取り組
む姿勢を身につけて、行動に移す
ことができる。 

レベ

ル２ 

・日常生活や社会との関連を図
りながら、文学や言語文化につ
いて理解したことを反復、引用
する。 
・科学的に探究するために必要
な読む力、書く力、話す・聞く
力に関する基本的な技能をあ
る程度身につけている。 

対比、分析、解釈などを行
い、科学的に探究する力の
基本的な部分を理解し、概
ね身につけている。 

 ・文学や言語文化に主体的に関わ
ろうとする態度を身につけて、行
動に移そうと努力している。 
・語義や文法を尊重しながら文章
を理解しようと努力している。 
・協働する姿勢、粘り強く取り組
む姿勢を身につけて、行動に移そ
うと努力している。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

日常生活や社会との関連を図
りながら、文学や言語文化につ
いて理解する。 
・科学的に探究するために必要
な読む力、書く力、話す・聞く
力に関する基本的な技能を理
解している。 

対比、分析、解釈などを行
い、科学的に探究する力の
基本的な部分を理解してい
る。 

・文学や言語文化に主体的に関わ
ろうとする態度を身につけようと
努力している。 
・語義や文法を尊重しながら文章
を理解することの重要性を理解し
ている。 
・協働する姿勢、粘り強く取り組
む姿勢を身につけようと努力して
いる。 

 

評価方法 
 

・ペーパーテスト・レポート、
論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポート、論
述課題・行動観察 

観点別評価 
レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評価し、
最終的に A,B.C で記載 



科目名 古典探究演習 B 
必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 
教材 

精選古典探究古文編（東京書籍） 

精選古典探究漢文編（東京書籍） 

完全マスター古典文法（第一学習社） 

錬成古典（尚文出版） 

明説漢文（尚文出版） 

古文単語 330（いいずな書店） 

古文攻略マストアイテム 76（桐原書店） 

新国語便覧（啓隆社） 

学年 

学級 

２年普通科 

（７クラス） 
単位数 ３単位 

教科 

担当 
石井・北嶋・内海・重田 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

古文・「初冠」（伊勢物語） 

・「月やあらぬ」（伊勢物語） 

・「小野の雪」（伊勢物語） 

 

・「中納言参りたまひて」（枕草子） 

・「二月のつごもりころに」（枕草子） 

・「門出」（更級日記） 

 

漢文・故事「先従隗始」（戦国策） 

・故事「完璧而帰」）（十八史略） 

「性之善也、猶水之就下」（孟子） 

   「人之性悪」（荀子） 

「侵官之害」（韓非子） 

「兼愛」（墨子） 

 （テスト後 平家物語） 

・１年次に学習した古文の基礎的な事項を理解した上

で、古文を読むことができる。（助動詞・敬語・文法事

項） 

・古典文法の助詞の意味用法について理解できる。 

 

・１年次に学習した漢文の基礎的な事項を理解した上

で、漢文を読むことができる。（重要句形・語句の意

味） 

・思想について理解を深めることができる。 

 

・それぞれの作品の文学的事項を理解できる。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ

方、考え方を深めることができる。 

２学期 

古文 ・「道長、伊周の競射」（大鏡） 

・「花山院の出家」（大鏡） 

 

   ・「光源氏の誕生」（源氏物語） 

・「若紫」（源氏物語） 

・「『源氏物語玉の小櫛』」（本居宣長） 

 

漢文 ・史伝「鴻門之会」 

      「四面楚歌」「項羽自刎」 

   ・漢詩 

    「江雪」（柳宗元） 

    「勧酒」（于武陵） 

    「黄鶴楼」（崔顥） 

   ・思想老荘「無用の用」「人之生也、柔弱」 

     「曳尾於塗中」「夢為胡蝶」 

（テスト後 「長恨歌」（白居易） 

・文章の難易度が上がっても、これまで学習した事項を
もとに読み解き、内容を理解することができる。 

・文法事項に忠実に現代語訳をすることができる。 

 
・中国の歴史や文化に親しみながら漢文を読み味わうこ
とができる。 

 
・思想について理解を深めることができる。 
 

・それぞれの作品の文学的事項を理解できる。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めることができる。 

３学期

学年末 
 

古文 

 ・「物語」（更級日記） 

 ・「なげきつつひとり寝る夜」（蜻蛉日記） 

・「あまぐもにそる鷹」（蜻蛉日記） 

 

 

漢文 

 ・「漁父辞」 

 ・「夜行逢鬼」 

  

・自ら進んで古典学習に取り組み、初見の文章の内容を
捉えることができる。 

 

・漢詩のきまりについての知識を身に付け、鑑賞するこ
とができる。 

 

・共通テストレベルの古典学習を完成させる。 

・それぞれの作品の文学的事項を理解できる。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めることができる。 

 

 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

１ 予習として、本文を音読する。重要語句をノートに調べる。 

２ 副教材を活用し、文語文法、漢文の句形、文学史的事項を習得する。古文・漢文の文法書は授業時にも持参する。 

３ 繰り返し復習をし、授業の内容を完璧に身につける。 

４ 詳細については、担当者から指示に従うこと。 



 

ルーブリック評価 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記
載 

レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 論理的思考力 粘り強く取り組む力 

評価規準 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解
し、古典を読むために必要な
語彙を身につけている。 
・古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまりを
理解し、身につけている。 

・古典特有の表現に注意し
て内容を的確にとらえてい
る。 
・作品の成立した背景やほ
かの作品などとの関係をふ
まえて、内容の解釈を深
め、考察することができ
る。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、考えを広げたり深めたり
する態度が身についている。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自分の考えを広
げたり深めたりする態度が身に
ついている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解
し、古典を読むために必要な
語彙を豊富に身につけてい
る。 
・古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまりを
理解し、説明することができ
る。 

・文章の種類をふまえて、
古典特有の表現に注意しな
がら内容を正確にとらえて
説明することができる。 
・作品の成立した背景や他
の作品などとの関係をふま
えて、内容の解釈を深め、
考察したことを表現でき
る。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、自ら考えを広げたり深め
たりする態度が身についてい
る。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自ら自分の考え
を広げたり深めたりする態度が
身についている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解
し、古典を読むために必要と
なる語彙を身につけている。 
・古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまりを
理解し、活用することができ
る。 

 
・文章の種類をふまえて、
古典特有の表現に注意しな
がら内容をとらえることが
できる。 
・作品の成立した背景や他
の作品などとの関係をふま
えて解釈し、考察した内容
を表現できる。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、考えを広げたり深めたり
する態度が身についている。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自分の考えを広
げたり深めたりする態度が身に
ついている。 

レベ

ル２ 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解
し、古典を読むために必要と
なる基本的な語彙を身につけ
ている。 
・古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまりを
理解している。 

・古典特有の表現に注意し
て内容を的確にとらえてい
る。 
・作品の成立した背景を背
景や他の作品などとの関係
をふまえて解釈した内容を
表現できる。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、考えを広げたり深めたり
する態度がある程度身について
いる。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自分の考えを広
げたり深めたりする態度がある
程度身についている。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解し
ている。 
・古典を読むための基本的な
文語のきまりや訓読のきまり
を概ね理解している。 

・古典特有の表現に注意し
て内容をある程度とらえて
いる。 
・作品の成立した背景を背
景や他の作品などとの関係
をふまえて解釈した内容を
ある程度表現できる。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、考えを広げたり深めたり
する態度を身につけようとして
いる。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自分の考えを広
げたり深めたりする態度を身に
つけようとしている。 

 

評価方法 
 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポート、 
論述課題・行動観察 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記
載 

レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 



科目名 文学国語演習Ⅰ 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 
教材 

『精選文学国語』（筑摩書房） 

『探求論理国語』（桐原書店） 

新国語総合便覧（啓隆社） 

入試漢字 2800（桐原書店） 

新現代文単語（いいずな書店） 

現代文長文記述問題集（いいずな書店） 

学年 

学級 

２年普通科 

（７クラス） 
単位数 ２ 

教科 

担当 
石井・梅澤・菅原 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

 

教科書 

（小説）「山月記」中島敦 

（小説）「こころ」夏目漱石 

（評論）「器としての「わたしたち」」松村圭一郎 

（評論）「変身に伴う快楽と恐れ」宮原浩二郎 

（評論）「淋しい人間」山崎正和 

 

問題演習 

 

 

・小説の中の、場面の移り変わりや象徴的表現か

ら、心情の変化を的確に読み取ることができる。 

・評論文を構造的に読解し、整理することができ

る。 

・評論文の用語を理解し、語彙力を高めることがで

きる。 

・複数教材を関連させて分析することができる。 
 

２学期 

 

教科書 

（小説）「舞姫」森鴎外 

（評論）「ベルリンの「内」と「外」」前田愛 

（評論）「ファンタジー・ワールドの誕生」今福龍太 

（評論）「木を切る人／植える人」野口裕二 

（評論）「ロボットは心を持つか」石黒 浩 

（詩歌）「汚れちまった悲しみに…」中原中也 

短歌十二首・俳句十二句 

 

 

問題演習 

 

・近代文語文に親しみながら、内容を正確に理解す

ることができる。 

・小説をテクストとして分析し、的確に表現するこ

とができる。 

・韻文の表現技法を理解し、読解に活かすことがで

きる。 

・文章の論理展開を負いながら、その論旨を正確に

読みとって表現することができる。 

・近代以降の思想の枠組みを理解し、現代評論文理

解の素養を養う。 

・複数教材を関連させて分析することができる。 

 
 

３学期 

 

教科書（随想）「転移する記憶」岡真理 

（評論）「物語と歴史の間」（野家啓一） 

（評論）「身体と出現」平野啓一郎 

 

問題演習  

・文章の構造を考えながら読解し、正しく要約する

ことができる。 

・１年次からの２年間の学習内容を振り返り、近代

以降の思想の枠組みと、現代評論文に取り上げられ

る社会の課題について理解することができる。  

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

１ 休業中の課題や、小テスト・提出課題は、計画的・継続的に取り組み、必ず復習する。 

２ 授業中は、学習活動に集中し、提示された内容について深く考え、自分の言葉で説明する努力をする。 

３ 課題テスト・定期考査・模試は、返却後よく点検し、間違えた問題についてはなぜ間違えたのかを明らかにし、 

  復習して定着を図る。 

４ 詳細は、各担当者の指示に従うこと。 



 

ルーブリック評価 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記
載 

レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 

論理的思考力 

情報発信力 

（表現力・論述力） 

粘り強く取り組む力 

評価規準 

・文中における語彙を正しく
理解し、文章の中で使用する
ことなどを通して豊かな語彙
を身につけている。 
・文章の構成や論理の展開に
注意しながら読解し、内容と
関連付けながら理解する態度
を身につけている。  

・文章で読んだ内容をふま
えて表現したいことを明確
にし、読み手や聞き手に伝
わるよう文章の構成や展開
を工夫している。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえ、複数の文章や
資料との関係を把握してい
る。  

・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、多様な論点や
異なる価値観と結びつけて新た
な観点から自分の考えを深める
ことができる。 
・課題を見つけ、その課題を粘
り強く解決しようとする姿勢を
身につけている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

・文中における語彙を正しく
理解し、さらに関連する語彙
を身につけて活用することが
できている。 
・文章の表現技法や構成、論
理展開に注意しながら読解
し、内容と文章の特徴を関連
づけて捉え、その効果を説明
できる。 

・文章で読んだ内容をふま
えて表現したいことを明確
にし、読み手や聞き手に伝
わるよう文章の構成や展開
を工夫して効果的に表現す
ることができている。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえ、複数の文章や
資料との関係を把握し、説
明することができている。 

 ・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、多様な論点や
異なる価値観と結びつけて新た
な観点から自分の考えを深める
態度が身についている。 
・課題を見つけ、その課題を粘
り強く解決しようとする姿勢を
身につけている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

・文中における語彙を正しく
理解して活用することがで
き、さらに関連する語彙も身
につけている。 
・文章の表現技法や構成、論
理展開に注意しながら読解
し、内容と文章の特徴を関連
づけて捉え、その効果を理解
している。 

・文章で読んだ内容をふま
えて表現したいことを明確
にし、読み手や聞き手に伝
わるよう文章の構成や展開
を工夫している。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえ、複数の文章や
資料との関係を把握するこ
とができる。 

 ・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、多様な論点や
異なる価値観と結びつけて新た
な観点から自分の考えを深める
態度が概ね身についている。 
・課題をみつけ、その課題を粘
り強く解決しようとする姿勢を
ある程度身につけている。 

レベ

ル２ 

・文中における語彙を正しく
理解し、活用することができ
ている。 
・文章の表現技法や構成、論
理展開に注意しながら読解
し、内容と文章の特徴を関連
づけて捉えている。 

・文章で読んだ内容をふま
えて表現したいことを明確
にし、読み手や聞き手に伝
わるよう表現することがで
きている。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえ、複数の文章や
資料との関係を概ね理解し
ている。 

 ・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、自分の考えを
深める態度が身についている。 
・課題を粘り強く解決しようと
する姿勢をある程度身につけて
いる。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

・文中における語彙を正しく
理解することができている。 
・文章の表現技法や構成、論
理展開に注意しながら、文章
を読解することができてい
る。 

・文章で読んだ内容をふま
えて、読み手や聞き手に伝
えたいことを明確に表現す
ることができている。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえている。 

・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、自分の考えを
深めようとしている。 
・課題を粘り強く解決しようと
する姿勢を身につけようとして
いる。 

 

評価方法 
 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポート、 
論述課題・行動観察 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記
載 

レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 



科目名 古典探究演習Ｃ 
必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 
教材 

古典探究古文編（筑摩書房） 

古典探究漢文編（筑摩書房） 

完全マスター古典文法（第一学習社） 

体系漢文（数研出版） 

古文単語 330（いいずな書店） 

新国語便覧（大修館書店） 

新国語問題集 古典編（啓隆社） 

古文攻略マストアイテム 76（桐原書店） 

共通テスト＋センター試験 国語過去問

題（尚文出版） 

共通テスト対策 古典完答 22（尚文出版） 

学年 

学級 

３年普通科 

（４クラス） 
単位数 ４単位 

教科 

担当 
梅澤・渡邉・工藤 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

オリエンテーション 

１ 基礎事項の復習（古文・漢文） 

 

２古典作品 読解① 

Ⅰ古文 

『堤中納言物語』 

『源氏物語』 

『大鏡』 

『玉勝間』 

Ⅱ漢文 

文章「捕蛇者説」「与微子書」 

３ 初見問題の演習 

・２年次に学習した古文の基礎的な事項を理解した上で、

古文を読むことができる。（助動詞・敬語・文法事項） 

 

・２年次に学習した漢文の基礎的な事項を理解した上で、

漢文を読むことができる。（重要句形・語句の意味） 

 

・それぞれの作品の文学的事項を理解できる。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ

方、考え方を深めることができる。 

２学期 

１ 大学入試問題の演習 

  （古文・漢文） 

 

２古典作品 読解② 

Ⅰ古文 

『源氏物語』ほか 

Ⅱ漢文 

文章・漢詩 

 

３ 大学入試問題演習 

 ・共通テスト対策 

 ・私大対策 

 ・記述対策 

・文章の難易度が上がっても、これまで学習した事項をも
とに読み解き、内容を理解することができる。 

・文法事項に忠実に現代語訳をすることができる。 

 
・古文・漢文ともに初見の文章を読んで正確に内容を把握
し、記述問題に対応することができる。 

 

・それぞれの作品の文学的事項を理解できる。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めることができる。 

３学期 

大学入試問題の演習 

（古文・漢文）  

・古文・漢文のさまざまな初見の文章を読んで正確に内容
を把握し、記述問題に対応することができる。 

 

・それぞれの作品の文学的事項を理解できる。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めることができる。 

 

 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

１ 予習として、本文を音読する。重要語句をノートに調べる。 

２ 副教材を活用し、文語文法、漢文の句形、文学史的事項を習得する。古文・漢文の文法書は授業時にも持参する。 

３ 繰り返し復習をし、授業の内容を完璧に身につける。 

４ 詳細については、担当者から指示に従うこと。 



 

ルーブリック評価 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記
載 

レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 論理的思考力 粘り強く取り組む力 

評価規準 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解
し、古典を読むために必要な
語彙を身につけている。 
・古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまりを
理解し、身につけている。 

・古典特有の表現に注意し
て内容を的確にとらえてい
る。 
・作品の成立した背景やほ
かの作品などとの関係をふ
まえて、内容の解釈を深
め、考察することができ
る。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、考えを広げたり深めたり
する態度が身についている。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自分の考えを広
げたり深めたりする態度が身に
ついている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解
し、古典を読むために必要な
語彙を豊富に身につけてい
る。 
・古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまりを
理解し、説明することができ
る。 

・文章の種類をふまえて、
古典特有の表現に注意しな
がら内容を正確にとらえて
説明することができる。 
・作品の成立した背景や他
の作品などとの関係をふま
えて、内容の解釈を深め、
考察したことを表現でき
る。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、自ら考えを広げたり深め
たりする態度が身についてい
る。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自ら自分の考え
を広げたり深めたりする態度が
身についている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解
し、古典を読むために必要と
なる語彙を身につけている。 
・古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまりを
理解し、活用することができ
る。 

 
・文章の種類をふまえて、
古典特有の表現に注意しな
がら内容をとらえることが
できる。 
・作品の成立した背景や他
の作品などとの関係をふま
えて解釈し、考察した内容
を表現できる。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、考えを広げたり深めたり
する態度が身についている。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自分の考えを広
げたり深めたりする態度が身に
ついている。 

レベ

ル２ 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解
し、古典を読むために必要と
なる基本的な語彙を身につけ
ている。 
・古典を読むために必要な文
語のきまりや訓読のきまりを
理解している。 

・古典特有の表現に注意し
て内容を的確にとらえてい
る。 
・作品の成立した背景を背
景や他の作品などとの関係
をふまえて解釈した内容を
表現できる。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、考えを広げたり深めたり
する態度がある程度身について
いる。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自分の考えを広
げたり深めたりする態度がある
程度身についている。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

・古典に用いられている語句
の意味や用法を正確に理解し
ている。 
・古典を読むための基本的な
文語のきまりや訓読のきまり
を概ね理解している。 

・古典特有の表現に注意し
て内容をある程度とらえて
いる。 
・作品の成立した背景を背
景や他の作品などとの関係
をふまえて解釈した内容を
ある程度表現できる。 

・古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び
つけ、考えを広げたり深めたり
する態度を身につけようとして
いる。 
・古典の作品や文章などに表れ
ているものの見方、感じ方、考
え方をふまえ、人間、社会、自
然などに対する自分の考えを広
げたり深めたりする態度を身に
つけようとしている。 

 

評価方法 
 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポート、 
論述課題・行動観察 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記
載 

レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 



科目名 文学国語演習Ⅱ 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 
教材 

精選 文学国語（明治書院） 

探求 論理国語（桐原書店） 

共通テスト＋センター試験 国語過去御

大（尚文出版） 

共通テスト対策決戦現代文（尚文出版） 

新国語便覧（大修館書店） 

新国語問題集 現代文編（啓隆社） 

学年 

学級 

３年普通科クラス 

（４クラス） 
単位数 ３単位 

教科 

担当 
北嶋・元木・工藤 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

１ 評論・随筆の読解 

 

教科書（論理国語） 

高階秀爾「オブジェとイマージュ」 

桑子敏雄「霧の風景」 

 

教科書（文学国語） 

野家啓一「物語と歴史のあいだ」 

谷崎潤一郎「陰影礼賛」 

岸本尚毅「俳句の力学」 

 

２ 大学入試問題演習 

 

・随筆の中の、場面の移り変わりや象徴的表現から、書き手の心

情の変化を的確に読み取ることができる。 

・複数教材を関連させて、韻文をテクストとして分析することが

できる。 

 

・評論文を構造的に読解し、整理することができる。 

・評論文の用語を理解し、語彙力を高めることができる。 

 

・初見の文章を読んで、的確に内容を把握し、問いに正対した解

答を作成することができる。  

２学期 

 

大学入試問題演習 

 ・共通テスト対策 

 ・私大対策 

 ・記述対策 

・初見の文章を読んで、的確に内容を把握し、問いに正対した解

答を作成することができる。 

 

 

 

 

 

 

  

３学期 
大学入試問題演習 

 

・文章の構造を考えながら読解し、正しく要約することができる。 

・３年間の学習内容を振り返り、近代以降の思想の枠組みと、現

代評論文に取り上げられる社会の課題について理解することが

できる。  

 

 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

１ 休業中の課題や、小テスト・提出課題は、計画的・継続的に取り組み、必ず復習する。 

２ 授業中は、学習活動に集中し、提示された内容について深く考え、自分の言葉で説明する努力をする。 

３ 課題テスト・定期考査・模試は、返却後よく点検し、間違えた問題についてはなぜ間違えたのかを明らかにし、 

  復習して定着を図る。 

４ 詳細は、各担当者の指示に従うこと。 



 

ルーブリック評価 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記
載 

レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 

論理的思考力 

情報発信力 

（表現力・論述力） 

粘り強く取り組む力 

評価規準 

・文中における語彙を正しく
理解し、文章の中で使用する
ことなどを通して豊かな語彙
を身につけている。 
・文章の構成や論理の展開に
注意しながら読解し、内容と
関連付けながら理解する態度
を身につけている。  

・文章で読んだ内容をふま
えて表現したいことを明確
にし、読み手や聞き手に伝
わるよう文章の構成や展開
を工夫している。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえ、複数の文章や
資料との関係を把握してい
る。  

・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、多様な論点や
異なる価値観と結びつけて新た
な観点から自分の考えを深める
ことができる。 
・課題を見つけ、その課題を粘
り強く解決しようとする姿勢を
身につけている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

・文中における語彙を正しく
理解し、さらに関連する語彙
を身につけて活用することが
できている。 
・文章の表現技法や構成、論
理展開に注意しながら読解
し、内容と文章の特徴を関連
づけて捉え、その効果を説明
できる。 

・文章で読んだ内容をふま
えて表現したいことを明確
にし、読み手や聞き手に伝
わるよう文章の構成や展開
を工夫して効果的に表現す
ることができている。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえ、複数の文章や
資料との関係を把握し、説
明することができている。 

 ・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、多様な論点や
異なる価値観と結びつけて新た
な観点から自分の考えを深める
態度が身についている。 
・課題を見つけ、その課題を粘
り強く解決しようとする姿勢を
身につけている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

・文中における語彙を正しく
理解して活用することがで
き、さらに関連する語彙も身
につけている。 
・文章の表現技法や構成、論
理展開に注意しながら読解
し、内容と文章の特徴を関連
づけて捉え、その効果を理解
している。 

・文章で読んだ内容をふま
えて表現したいことを明確
にし、読み手や聞き手に伝
わるよう文章の構成や展開
を工夫している。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえ、複数の文章や
資料との関係を把握するこ
とができる。 

 ・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、多様な論点や
異なる価値観と結びつけて新た
な観点から自分の考えを深める
態度が概ね身についている。 
・課題をみつけ、その課題を粘
り強く解決しようとする姿勢を
ある程度身につけている。 

レベ

ル２ 

・文中における語彙を正しく
理解し、活用することができ
ている。 
・文章の表現技法や構成、論
理展開に注意しながら読解
し、内容と文章の特徴を関連
づけて捉えている。 

・文章で読んだ内容をふま
えて表現したいことを明確
にし、読み手や聞き手に伝
わるよう表現することがで
きている。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえ、複数の文章や
資料との関係を概ね理解し
ている。 

 ・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、自分の考えを
深める態度が身についている。 
・課題を粘り強く解決しようと
する姿勢をある程度身につけて
いる。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

・文中における語彙を正しく
理解することができている。 
・文章の表現技法や構成、論
理展開に注意しながら、文章
を読解することができてい
る。 

・文章で読んだ内容をふま
えて、読み手や聞き手に伝
えたいことを明確に表現す
ることができている。 
・文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などを的
確にとらえている。 

・文章で読んだ内容をふまえ
て、人間・社会・自然などに対
するものの見方、感じ方、考え
方を深く思考し、自分の考えを
深めようとしている。 
・課題を粘り強く解決しようと
する姿勢を身につけようとして
いる。 

 

評価方法 
 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポー
ト、論述課題・行動観察 

・ペーパーテスト・レポート、 
論述課題・行動観察 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評
価し、最終的に A,B.C で記
載 

レベル１～４の 4 段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 


